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１
は
じ
め
に

　
「
多
様
な
正
社
員
（
限
定
正
社
員
）」
活
用

促
進
や
非
正
規
雇
用
問
題
等
、
労
働
問
題
の

解
決
に
向
け
た
議
論
の
中
で
、
し
ば
し
ば
取

り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
個
々
の
労
働
者
の
意

見
を
集
約
し
た
労
働
者
側
の
代
表
が
、
使
用

者
と
対
等
な
立
場
で
交
渉
や
協
議
を
行
う
仕

組
み
の
確
保
に
つ
い
て
で
あ
る（
1
）。
こ
う

し
た
議
論
の
背
景
に
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

職
場
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
そ

こ
で
働
く
労
働
者
と
彼
ら
を
雇
っ
て
い
る
使

用
者
の
間
で
納
得
の
行
く
ま
で
話
し
合
い
、

そ
の
上
で
、
一
つ
の
妥
協
点
を
探
す
し
か
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
、
国
毎
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

交
渉
や
協
議
の
仕
組
み
を
整
備
し
、
雇
用
関

係
に
か
か
わ
る
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
労
使
関
係
を
、
今
一
度
、
取

り
扱
う
理
由
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
北
欧
の

代
表
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
例
を
紹

介
し
た
い（
2
）。

　

と
こ
ろ
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
本
号
で

特
集
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
と
の

比
較
に
お
い
て
、
興
味
深
い
特
徴
を
持
っ
て

い
る
国
だ
と
予
想
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

国
家
に
よ
る
介
入
を
極
力
避
け
た
上
で
、
労

働
組
合
単
一
構
造
に
よ
る
労
使
関
係
を
形
成

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
他
の
二
国
と
は
若
干
異

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
見
て

い
こ
う
。

２
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ
デ
ル

　

さ
て
、
福
祉
国
家
の
代
表
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
、
一
つ
の
社
会

経
済
モ
デ
ル
が
存
在
し
て
お
り
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
モ

デ
ル
に
対
す
る
理
解
は
一
つ
で
は
な
く
様
々

な
解
釈
が
あ
る
も
の
の（
3
）、
端
的
に
言
え

ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ
デ
ル
と
は
、「
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
特
徴
的
な
社
会
政
策
と
経
済

政
策
の
組
み
合
わ
せ
を
表
し
た
用
語
」

（V
isser1996;176

）
で
あ
り
、
連
帯
主
義

的
賃
金
政
策
、
積
極
的
労
働
市
場
政
策
、
抑

制
的
経
済
政
策
の
三
つ
の
要
素
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
（
宮
本1994

）。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
難
解
な
政
策
で
あ
る
が
、
端

的
に
言
う
と
、
連
帯
主
義
的
賃
金
政
策
と
は
、

産
業
横
断
的
な
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
実
現

す
る
こ
と
で
あ
り
、
積
極
的
労
働
市
場
政
策

と
は
、
そ
う
し
た
賃
金
政
策
に
よ
っ
て
生
じ

る
で
あ
ろ
う
失
業
者（
4
）
を
、
公
的
な
職
業

訓
練
や
職
業
紹
介
を
通
じ
て
、
労
働
需
要
の

あ
る
職
種
に
移
転
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
抑
制
的
な
経
済

政
策
と
は
、
政
府
が
低
生
産
性
セ
ク
タ
ー
を

延
命
さ
せ
る
た
め
に
需
要
喚
起
的
な
政
策
を

行
わ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
宮
本

1994;35

）。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
賃
金
政
策
、

労
働
市
場
政
策
を
実
施
し
て
い
く
上
で
、
主

要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
が
労
働
組
合
で

あ
っ
た
（
宮
本
一
九
九
九
）。
例
え
ば
賃
金

に
関
し
て
は
、
イ
ン
フ
レ
を
伴
わ
な
い
程
度

の
賃
上
げ
抑
制
、
お
よ
び
、
産
業
横

断
的
な
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
、

と
い
う
二
つ
の
課
題
に
取
り
組
む
べ

き
主
体
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た

（M
eidner1997

）。

　

で
は
、
そ
う
し
た
役
割
が
期
待
さ

れ
る
組
合
は
、
使
用
者
と
共
に
一
体

ど
の
よ
う
な
労
使
関
係
を
構
築
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
実
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
、
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

以
下
で
、
そ
の
姿
の
一
端
を
紹
介
す

る
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
で
特
に
重

点
的
に
紹
介
す
る
事
柄
と
上
記
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ
デ
ル
の
関
係
に
つ

い
て
、
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

図
表
１
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ

デ
ル
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
着
目
す
べ

き
点
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ
デ
ル
を
基
に
す
る

と
、
次
の
二
つ
の
ル
ー
ル
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

　

ま
ず
、
連
帯
主
義
的
賃
金
政
策
に
つ
い
て

は
、
文
字
通
り
賃
金
の
ル
ー
ル
に
着
目
す
る

必
要
が
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
①
賃
金

決
定
に
お
い
て
、
産
業
レ
ベ
ル
で
何
が
決

ま
っ
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
ジ
ョ
ブ
に
対
す
る

賃
金
が
ど
の
程
度
、
産
業
別
協
約
の
中
で
決

め
ら
れ
て
い
る
の
か
が
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ

う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
産
業
レ
ベ
ル
の
規

定
を
受
け
て
②
企
業
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
賃

金
の
何
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
が
明
ら
か

に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
も
能
力

査
定
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
労
使
関
係
―
労
働
力
取
引
の
実
態
か
ら

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
研
究
員　

西
村　

純
図表 1　着目すべきルールと具体的な調査項目

スウェーデン・モデル 着目すべきルール 具体的な項目

連帯主義的賃金政策 → ●賃金のルール
・	賃金の決まり方

●産業と企業二つの関係性
・	産業別協約におけ
る賃金規定

・	企業レベルにおける
賃金決定

・	変動部分の決定方法

積極的労働市場政策 →
●労働移動のルール
・	企業退出の方法
・	新たな雇用先にたどり
つくまでの方法

●退出とマッチング機能
・	整理解雇の方法
・	整理解雇対象者に対して実
施される労使のサポート

・	職業訓練制度（特に、需要
予測／供給調整）
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点
も
含
め
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
的
に
、
査
定
は
、
労
働
者
の
団
結
を
少

な
か
ら
ず
弱
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
組
合
は
、
こ
の
査
定
と
、
い

か
な
る
付
き
合
い
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う（
5
）。

　

次
に
、
積
極
的
労
働
市
場
政
策
と
は
、
労

働
移
動
の
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

初
め
て
そ
の
輪
郭
が
つ
か
め
る
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
特
に
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

以
外
の
理
由
で
企
業
を
退
出
し
た
労
働
者
が
、

い
か
な
る
方
法
で
新
た
な
職
を
見
つ
け
る
の

か
。
こ
の
点
が
問
題
と
な
ろ
う
。
よ
り
具
体

的
に
は
、
①
余
剰
人
員
の
整
理
解
雇
の
際
に
、

対
象
者
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
ま
る
の
か
、

そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
②
企
業
を
退
出
し
た

労
働
者
が
、
労
使
の
サ
ポ
ー
ト
や
職
業
訓
練

を
経
て
い
か
に
し
て
次
の
職
を
見
つ
け
る
の

か
。
こ
の
二
点
が
、
重
要
と
な
る
。
労
働
移

動
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
①
の
点

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

３
労
使
関
係
の
概
観

　

さ
て
、
本
論
に
入
る
前
段
階
の
作
業
と
し

て
、
馴
染
み
の
薄
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
労
使
関

係
の
概
観
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。

（
１
）
労
使
自
治
の
原
則

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
労
使
関
係
を
考
え
る
上

で
ま
ず
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ

の
労
使
自
治
の
原
則
で
あ
る
。
労
働
市
場
に

関
す
る
諸
ル
ー
ル
は
労
使
当
事
者
が
自
主
的

に
作
成
す
る
こ
と
が
、
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
国
に
最
低
賃
金
法
が
な
い
こ
と
、
雇
用

法
や
雇
用
保
護
法
な
ど
労
働
諸
立
法
の
規
定

を
、
労
使
当
事
者
が
労
働
協
約
を
通
じ
て
逸

脱
し
て
も
良
い
こ
と
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、

こ
の
国
に
お
け
る
労
使
自
治
の
原
則
の
根
強

さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定
の
締
結
は
原
則
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
多
層
か
ら
な
る
労
使
関
係

　

戦
後
一
貫
し
て
、
多
層
か
ら
な
る
構
造
を

維
持
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

レ
ベ
ル
、
産
業
レ
ベ
ル
、
企
業
レ
ベ
ル
の
三

層
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
産
業
レ

ベ
ル
と
企
業
レ
ベ
ル
か
ら
な
る
二
層
構
造
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
事
業
所
に
組
合
（
ク

ラ
ブ
）
が
あ
る
場
合
、
企
業
レ
ベ
ル
の
交
渉

は
、
企
業
側
の
担
当
者
と
ク
ラ
ブ
の
間
で
行

わ
れ
、
そ
こ
で
、
ロ
ー
カ
ル
協
約
が
締
結
さ

れ
る
。
一
方
、
ク
ラ
ブ
を
持
た
な
い
場
合
、

産
業
別
組
合
の
地
域
支
部
が
、
代
理
で
当
該

企
業
と
交
渉
を
行
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
企
業

レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
組
合
が
労
働
者
を
代
表

す
る
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
個
別

企
業
内
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
委
員
会
が
労

働
者
を
代
表
し
て
い
る
ド
イ
ツ
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
産
業
別
協
約
に
つ
い
て
も
、

全
国
レ
ベ
ル
の
産
業
別
協
約
が
あ
る
一
方
で
、

地
域
レ
ベ
ル
の
産
業
別
協
約
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
点
も
、
地
域
毎
に
産
業
別
協
約
が
締
結

さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
四
つ
の
組
合

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
企
業
は
四
つ
の
組

合
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ボ
ル
ボ

カ
ー
ズ
社
の
ト
ゥ
ー
シ
ラ
ン
ダ
工
場
で
は
、

ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
をIF

-M
etall

（
機
械･

金

属
産
業
別
組
合
）
が
、
職
長
（
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
）
を
職
長
組
合
（L

edarna

）
が
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
職
員
組
合（U

nionen

）

が
、
大
卒
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
中
心
に
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
（A

cadem
ic

）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
組

織
し
て
い
る（
西
村
二
〇
一
四
）。
今
こ
こ
で
、

Ａ
社
の
職
場
を
例
に
と
り
、
従
業
員
が
主
に

ど
こ
の
組
合
に
組
織
さ
れ
て
い
る
の
か
を
図

示
す
る
と
図
表
２
と
な
る
。

（
４
）
高
い
組
織
率
・
協
約
適
用
率

　

以
上
の
よ
う
な
原
則
や
構
造
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
こ
の
国
の
特
徴
と
し
て
見
逃
せ

な
い
の
は
、
組
織
率
、
協
約
適
用
率
が
高
い

こ
と
で
あ
る
（
図
表
３
、
４
）。
こ
れ
ら
の

特
徴
は
、
労
使
関
係
が
雇
用
を
巡
る
ル
ー
ル

決
定
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

 

Supervisor 

Team Leader 

Worker 

Production 
Engineer 

Worker Worker 

Ledarna 

IF-Metall Unionen 

Academic 

図表 2　職場と組織している組合

図表３　組織率

図表４　協約適用率

（%）
組織率

1993 年 2000 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年
民間部門 78 74 72 71 68 65 65 65 65
公共部門 94 92 89 88 86 84 84 85 83
全体 85 81 78 77 73 71 71 71 70
資料出所：Kjellberg	（2013）	より筆者作成

（%）
1995 年 2005 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年

民間部門 90 89 86 84 85 83 83
公共部門 100 100 100 100 100 100 100
資料出所：Kjellberg	（2013）	より筆者作成

資料出所：A社組合代表への聞き取りより筆者作成。
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（
５
）
労
働
協
約
間
関
係

　

さ
て
、先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
は
少
な
く
と
も
産
業
別
協
約
と
ロ
ー

カ
ル
協
約
の
二
つ
の
労
働
協
約
が
存
在
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
協
約
間
関
係
に
つ
い
て
少

し
触
れ
て
お
こ
う
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
、協

約
間
関
係
に
つ
い
て
、「
ノ
ー
メ
ラ
ン
ダ
バ
ー

カ
ン（N

orm
erande V

erkan ; 

以
下
Ｎ

Ｖ
）」
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、
Ｎ
Ｖ
と
見

な
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
産
業
別
協
約

の
内
容
が
、
企
業
レ
ベ
ル
で
も
そ
の
ま
ま
適

用
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
時
間
外
割
増
賃
金
は
、

Ｎ
Ｖ
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｎ
Ｖ
で
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、

ロ
ー
カ
ル
協
約
に
よ
っ
て
、
産
業
別
協
約
の

内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
賃
上
げ

率
は
、
Ｎ
Ｖ
で
は
な

い
た
め
、
企
業
レ
ベ

ル
の
労
使
交
渉
で
、

産
業
別
協
約
の
内
容

を
変
更
で
き
る
。
こ

の
「
変
更
で
き
る
」

で
あ
る
が
、
産
業
別

協
約
毎
に
そ
の
解
釈

が
異
な
っ
て
お
り
、

産
業
別
協
約
の
内
容

を
上
回
る
こ
と
の
み

可
能
と
し
て
い
る
セ

ク
タ
ー
も
あ
れ
ば
、

下
回
る
こ
と
も
可
能

と
し
て
い
る
セ
ク

タ
ー
も
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
実
際
に

は
、
産
業
別
協
約
の

内
容
を
下
回
る
よ
う

な
内
容
の
協
約
を
、

企
業
レ
ベ
ル
で
締
結

す
る
こ
と
は
難
し
く
、

経
営
者
団
体
の
言
を

借
り
れ
ば
、
事
実
上
、

上
回
る
こ
と
の
み
可

能
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

　

こ
の
発
言
か
ら
、

企
業
レ
ベ
ル
に
お
い

て
、
経
営
者
を
押
し

切
る
だ
け
の
交
渉
力
が
、
組
合
に
あ
る
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
、
賃
金
と
い
う
具

体
的
な
項
目
に
沿
っ
て
さ
ら
に
確
認
し
て
い

こ
う
。

４
産
業
別
協
約
に
お
け
る 

賃
金
決
定

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
企
業
で
は
な
く
、
産

業
レ
ベ
ル
で
賃
金
が
決
定
さ
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
に
事
業

所
毎
の
平
均
賃
上
げ
率
を
決
定
し
て
い
る
の

み
の
場
合
と
、
職
種
ご
と
の
賃
率
に
つ
い
て

も
決
め
て
い
る
場
合
と
で
は
、
同
じ
産
業
レ

ベ
ル
で
賃
金
が
決
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
、

そ
の
意
味
合
い
は
異
な
っ
て
く
る
。
大
手
製

造
企
業
を
傘
下
に
持
つ
、IF

-M
etall

エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ク
タ
ー
の
産
業
別
協
約
の

規
定
に
沿
っ
て
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
い
こ

う
。

（
１
）
最
低
賃
金

　

ま
ず
、
最
低
賃
金
に
つ
い
て
。
最
低
賃
金

は
、
大
き
く
月
給
と
時
間
給
の
二
つ
が
あ
る
。

ま
ず
、
月
給
の
文
言
は
以
下
の
通
り
と
な
っ

て
い
る
。

一
八
歳
に
到
達
し
た
被
用
者
達
は
、
二
〇

〇
七
年
の
四
月
一
日
か
ら
、
月
例
給
を
最

低
一
万
五
四
一
〇
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ク
ロ
ー

ナ（
6
）（
以
下
Ｓ
Ｅ
Ｋ
…
筆
者
）、
二
〇
〇

八
年
四
月
一
日
か
ら
は
一
万
五
九
〇
三
Ｓ

Ｅ
Ｋ
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
日
か
ら
一
万

六
四
七
六
Ｓ
Ｅ
Ｋ
、
受
け
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
特
別
な
技
能
の
仕
事

（specially qualified w
ork

）
に
つ
い

て
は
、
最
低
月
例
給
は
、
二
〇
〇
七
年
四

月
一
日
か
ら
一
万
七
〇
二
二
Ｓ
Ｅ
Ｋ
、
二

〇
〇
八
年
四
月
一
日
か
ら
一
万
七
五
六
七

Ｓ
Ｅ
Ｋ
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
日
か
ら
一

万
八
一
九
九
Ｓ
Ｅ
Ｋ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

文
言
か
ら
分
か
る
通
り
、
具
体
的
な
職
種

別
賃
率
を
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一

方
で
、
時
給
の
場
合
、
四
つ
の
等
級
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
図
表
５
の
よ
う

に
、
職
務
に
つ
い
て
必
ず
し
も
精
緻
な
規
定

を
設
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
職
種
別
賃
金
を
産
業
レ
ベ

ル
で
構
築
し
て
い
る
と
い
う
に
は
、
や
や
心

許
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
Ｖ
社
組
合
代

表
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
企
業
は
独
自
の
賃

金
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
お
り
、
独
自
の
賃
金

表
（tariff

）
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

労
働
者
の
賃
金
は
、
会
社
の
制
度
に
基
づ
い

て
決
定
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
点
重
要
な
こ
と
は
、
最
低

賃
金
の
水
準
は
決
し
て
高
い
わ
け
で
は
な
い

こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
事
業
所
に
い
る
ほ
ぼ

全
て
の
労
働
者
が
、
既
に
最
低
賃
金
以
上
の

賃
金
を
得
て
い
る
。
事
業
所
の
規
模
が
六
〇

人
程
度
の
所
で
あ
っ
て
も
、
一
〇
〇
〇
人
を

超
え
る
こ
と
ろ
で
あ
っ
て
も
同
じ
傾
向
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、IF

-M
etall

副

委
員
長
の
発
言
が
参
考
に
な
る
。

　
「
あ
ま
り
、
そ
れ
（specially qualified 

w
ork

…
筆
者
）
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。

と
い
う
の
も
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
労
働
者
が
、

既
に
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
得
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
区
分
け
自
体
が
意
味
の

な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」

　

先
に
指
摘
し
た
職
務
の
定
義
と
い
う
意
味

で
は
曖
昧
で
あ
っ
た
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
と
、
こ

こ
で
の
事
実
を
併
せ
る
と
、
企
業
内
で
形
成

図表 5　グループの定義

グループ 定義の内容

グループ 1
それほど困難ではない職場環境の下で、肉体的にも厳しくなく（little	effort）、詳細な指示
の下で、予め定められたルーティーンに従い行われる仕事（work）。

グループ 2

困難な職場環境の下で、適度な肉体的な負荷がある（moderate	effort）仕事（work）。口頭、
もしくは書かれた指示に従うとともに、ある程度の特別な訓練と実際の経験を要する仕事
もこのグループに含まれる。

グループ 3

技術的な訓練、もしくは、理論的な訓練、および、実際の経験を必要とし、口頭や書かれ
た指示に加えて、判断や主体性が必要な仕事（qualified	work）。困難な職場環境の下で、
肉体的に厳しい（heavy	effort）仕事（work）もこのグループに含まれる。

グループ 4

非常に多くの技術的な訓練、もしくは、理論的な訓練、および、実際の経験を必要とする
とともに、判断、主体性、仕事の成果に対する責任を要する仕事（especially	highly	
qualified	work）。技術的、もしくは理論的な訓練、および、実際の経験を必要とするとと
もに、口頭や書かれた指示よりも、判断や主体性を必要とし、かつ、困難な職場環境の下で、
十分な肉体的負荷のかかる仕事もこのグループに含まれる。さらに、このグループには、
非常に厳しい職場環境の下で、肉体的負荷が過度に大きい仕事も含まれる。

資料出所：Kollectiv	avtal	Teknikavtalet	IF	Metall	2007-2010 より筆者作成。
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さ
れ
て
い
る
労
使
関
係
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
２
）
賃
上
げ
率

　

最
低
賃
金
の
他
に
、
産
業
別
協
約
で
は
、

賃
上
げ
率
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
傘
下
の
企

業
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
れ
、
こ
の
条
件

を
下
回
る
内
容
で
、
ロ
ー
カ
ル
協
約
を
締
結

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
規
定
は
、
傘
下
の
企
業
全
て
に
適
用
さ
れ

る
賃
上
げ
率
の
下
限
と
し
て
機
能
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
文
言
は
以
下
の
通
り
と
な
っ

て
い
る
。

　

も
し
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
双
方
の
当
事

者
の
間
で
他
の
合
意
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
、
当
該
事
業
所
の
労
働
者
た
ち
の
月

給
の
二
・
八
％
、
二
・
五
％
、
二
・
八
％

の
ウ
ェ
イ
ジ
プ
ー
ル（lönepott/W

age 
pool

）が
、
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
、
二
〇

〇
八
年
四
月
一
日
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
お
い
て
、

創
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

上
記
に
お
け
る
ウ
ェ
イ
ジ
プ
ー
ル
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
年
度
の
賃
上
げ
率
の
下
限
に
な
る
。

賃
上
げ
率
が
産
業
レ
ベ
ル
で
決
ま
る
と
、
そ

の
内
容
に
基
づ
い
て
企
業
レ
ベ
ル
で
交
渉
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

５
企
業
レ
ベ
ル
（
事
業
所
）
で

の
賃
金
交
渉

　

以
上
で
確
認
し
て
き
た
こ
と
を
念

頭
に
置
き
つ
つ
、
事
例
か
ら
企
業
レ

ベ
ル
で
賃
金
が
ど
の
よ
う
に
決
め
ら

れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
よ
う
。
以

下
で
は
、
Ｖ
社
の
旗
艦
工
場
が
あ
る

イ
エ
テ
ボ
リ
地
域
の
Ｔ
事
業
所
を
中

心
に
議
論
を
進
め
る
。

　

具
体
的
な
内
容
に
入
る
前
に
、
Ｖ

社
の
組
合
組
織
に
つ
い
て
簡
単
に
確

認
し
て
お
き
た
い
。
Ｖ
社
の
組
合
組

織
は
、
図
表
６
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
、
イ
エ
テ

ボ
リ
地
域
を
統
括
し
て
い
る
ク
ラ
ブ

（
組
合
）が
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、「
バ
ー
ク
ス
タ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
「
バ
ー
ク
ス

タ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
が
イ
エ
テ
ボ
リ
に

あ
る
Ｖ
社
の
各
事
業
所
を
統
括
し
て

い
る
。

　

次
に
、
そ
の
下
に
あ
る
の
が
、「
グ

ル
ー
プ
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
。「
グ
ル
ー
プ
」
は
、

組
立
工
場
（A

ssem
bly G

roup

）
や
車
体

工
場
（B

ody S
hop G

roup

）
な
ど
の
各
工

場
単
位
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
二
五
個
あ

る
。
こ
の
レ
ベ
ル
は
、「
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
の

ク
ラ
ブ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
グ

ル
ー
プ
」
レ
ベ
ル
の
下
に
部
門

（D
epartm

ent

）
と
呼
ば
れ
る
単
位
が
あ
る
。

部
門
の
数
は
、「
グ
ル
ー
プ
」
の
規
模
に
よ
っ

て
様
々
で
あ
る
。
例
え
ば
、
組
立
工
場
の
下

に
は
、
二
〇
の
部
門
が
あ
る
。
各
部
門
に
は
、

一
人
の
シ
ョ
ッ
プ
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
が
い
る

（
7
）。

（
１
）
交
渉
の
実
際

　

賃
上
げ
率
に
関
す
る
交
渉
は
、
先
に
示
し

た
組
合
組
織
図
で
い
う
と
、
Ｖ
社
地
域
レ
ベ

ル
で
実
施
さ
れ
る
。
交
渉
の
主
体
は
、「
バ
ー

ク
ス
タ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
で
あ
る
。
基
本
的
に

は
、
他
の
地
域
の
事
業
所
を
一
括
し
た
全
社

レ
ベ
ル
の
賃
金
交
渉
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
ロ
ー
カ
ル

協
約
の
期
間
や
賃
上
げ
の
分
配
は
、
事
業
所

の
労
使
の
決
定
に
、
そ
の
多
く
が
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
産
業
別
協
約
の
期
間
を

超
え
る
よ
う
な
協
約
は
締
結
で
き
な
い
が
、

例
え
ば
産
業
別
協
約
の
期
間
が
三
年
間
で
あ

れ
ば
、
ロ
ー
カ
ル
協
約
を
一
年
毎
に
締
結
す

る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
二
年
協
約
と
一
年
協

約
に
分
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
も
、
ノ
ー
メ
ラ
ン
ダ

バ
ー
カ
ン
（
Ｎ
Ｖ
）
以
外
の
項
目
に
つ
い
て

は
、
労
使
で
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｔ
事
業
所
の
ブ
ル
ー
カ

ラ
ー
の
賃
金
体
系
に
基
づ
い
て
概
観
し
よ
う
。

　

Ｔ
事
業
所
の
賃
金
体
系
で
あ
る
が
、
二
つ

の
労
働
者
の
グ
ル
ー
プ
（
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

／
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
で
異
な
っ
て
い
る（
8
）。

こ
こ
で
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
賃
金
体
系

を
基
に
、
そ
の
分
配
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

　

賃
金
体
系
は
、
Ａ
Ｖ
（
基
本
給
）、
能
力
給
、

Ｖ
Ｃ
Ｔ
ボ
ー
ナ
ス
（
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
み

に
支
払
わ
れ
る
一
律
の
ボ
ー
ナ
ス
の
よ
う
な

も
の
。
か
つ
て
は
一
律
で
は
な
か
っ
た
が
、

現
在
は
一
律
で
支
払
わ
れ
て
い
る
）、
シ
フ

ト
手
当
、
特
別
な
車
種
を
製
造
す
る
際
に
与

え
ら
れ
る
手
当
、
勤
続
給
、
時
間
外
労
働
割

増
賃
金
と
な
っ
て
い
る 

。
な
お
、Ａ
Ｖ
（
基

本
給
）
で
あ
る
が
、
Ｖ
社
に
は
Ａ
Ｖ
シ
ス
テ

ム
と
呼
ば
れ
る
資
格
等
級
制
度
が
あ
り
、
一

二
等
級
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
賃
金
体
系
に
対
し
て
、
労

使
は
、
事
業
所
全
体
の
賃
上
げ
率
を
交
渉
す

る
と
と
も
に
、
各
賃
金
項
目
へ
の
具
体
的
な

分
配
に
つ
い
て
も
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で

の
三
年
間
は
、
二
年
協
約
と
一
年
協
約
と
い

う
風
に
区
切
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
上
げ
率

は
、
最
初
の
二
年
が
八
％
で
、
残
り
の
一
年

が
三
・
六
％
で
合
意
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
合
意
さ
れ
た
賃
上
げ
率
は
、
次

に
具
体
的
な
賃
金
項
目
に
分
配
さ
れ
て
い
く

わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
を
簡
単
に
確
認

し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
Ｎ
Ｖ
に
該
当
す
る
時

間
外
労
働
割
増
に
賃
上
げ
原
資
を
充
て
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
能
力
給
部
分
に

も
分
配
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
他
の
項
目

に
対
し
て
分
配
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
二

〇
〇
七
年
か
ら
の
二
年
協
約
を
例
に
と
る
と
、

勤
続
給
部
分
の
賃
上
げ
を
凍
結
す
る
代
わ
り

に
、
他
の
Ａ
Ｖ
（
基
本
給
）、
Ｖ
Ｃ
Ｔ
ボ
ー

ナ
ス
、
シ
フ
ト
手
当
、
特
別
な
車
種
を
製
造

す
る
際
に
与
え
ら
れ
る
手
当
が
そ
れ
ぞ
れ

八
％
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
ど
の
賃
金
項
目
を
何
％
上
げ
る

の
か
は
、
企
業
内
で
の
労
使
交
渉
を
通
じ
て

図表６　V社の組合組織

資料出所：V社組合代表への聞き取りを基に筆者作成。

部門

バークスタッズクラブ

（Depart
ment）

組立工場
（Assembly

Group）

車体工場
（Body Shop

Group）

部門
（Depart
ment）

グループ
レベル

レベル
V社地域
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決
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
交
渉

も
Ｖ
社
地
域
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

交
渉
の
主
体
は
、「
バ
ー
ク
ス
タ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
」
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
交
渉

の
際
に
、
産
業
別
協
約
の
規
定
を
下
回
る
と

い
う
発
想
は
、
Ｖ
社
の
組
合
に
は
無
い
。
何

故
、
産
業
別
協
約
の
条
件
を
下
回
る
と
い
う

発
想
が
組
合
の
交
渉
当
事
者
に
は
乏
し
い
の

か
。
Ｖ
社
組
合
代
表
の
印
象
的
な
発
言
を
引

用
し
た
い
。

「
Ｖ
社
の
組
合
は
、
最
も
大
き
い
組
合
の

一
つ
だ
。
だ
か
ら
、
Ｖ
社
の
組
合
の
行
動

は
、象
徴
的
（sym

bolic

）
な
意
味
を
持
つ
。

Ｖ
社
の
行
動
は
、
全
て
の
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
ん
だ
。
サ

ラ
リ
ー
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
協
定
を
結
べ
ば
、

そ
れ
が
産
業
別
協
約
に
も
、（
同
様
の
内
容

が
…
筆
者
）組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
」

　

以
上
の
発
言
を
や
や
大
胆
に
解
釈
す
れ
ば
、

産
業
レ
ベ
ル
が
、
傘
下
の
企
業
の
賃
上
げ
率

の
下
限
を
設
定
す
る
と
い
う
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
団
体
協
約
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
う
え

で
、
企
業
レ
ベ
ル
の
組
合
が
果
た
し
て
い
る

役
割
は
小
さ
く
な
い
と
言
え
よ
う
。

（
２
）
職
務
の
価
格
付
け

　

さ
て
、
既
に
確
認
し
た
と
お
り
、
職
種
別

労
働
市
場
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
に
は
、

や
や
心
許
な
い
産
業
別
協
約
の
下
で
、
各
職

務
の
賃
率
は
ど
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
る
の

か
。
職
務
の
価
格
付
け
に
つ
い
て
、
分
か
る

範
囲
で
確
認
し
た
い
。

　

ど
の
等
級
に
ど
の
職
務
が
張
り
付
く
か
は
、

事
業
所
内
の
労
使
で
構
成
さ
れ
る
職
務
評
価

委
員
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
各
職
務
は

そ
の
合
計
点
に
応
じ
て
、
Ａ
Ｖ
等
級
に
貼
り

付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
職
務
評
価
は
恒

久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
職
場
か
ら
職
務
の

再
評
価
の
要
望
が
く
れ
ば
、
委
員
会
が
再
評

価
を
実
施
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
異
な
る
等
級

に
貼
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

職
務
の
評
価
は
、
大
き
く
、
技
能
、
必
要

な
教
育
水
準
、
責
任
な
ど
の
要
素
か
ら
構
成

さ
れ
る
「
教
育
と
責
任
に
応
じ
た
要
素
」
と
、

騒
音
や
作
業
場
の
温
度
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
肉
体
的
環
境
の
要
素
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
毎
に
一
点
か
ら
一
〇
点
の

点
数
が
つ
け
ら
れ
、
合
計
で
一
二
五
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。
そ
の
内
訳
で
あ
る
が
、「
教
育
と

責
任
に
応
じ
た
要
素
」
で
八
五
ポ
イ
ン
ト
を

占
め
て
お
り
、残
り
の
四
〇
ポ
イ
ン
ト
が「
環

境
の
要
素
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
比
率
か

ら
も
分
か
る
通
り
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
よ
り

も
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
事
の
方
が
高
い
点

数
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
職
務

評
価
は
、
Ｖ
社
特
有
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

現
在
の
方
法
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
五
〇

年
代
に
産
業
レ
ベ
ル
の
労
使
で
作
ら
れ
た
も

の
を
参
考
に
し
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
、
上

記
で
言
う
「
基
本
的
な
考
え
方
」
と
は
、
図

表
５
で
確
認
し
た
四
つ
の
等
級
の
定
義
を
指

し
て
お
り
、
よ
っ
て
、
産
業
レ
ベ
ル
の
非
常

に
ラ
フ
な
定
義
を
参
考
に
し
つ
つ
、
Ｖ
社
内

で
独
自
の
職
務
評
価
の
方
法
、
お
よ
び
、
資

格
等
級
制
度
が
作
成
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

（
３
）
外
部
市
場
と
の
関
係

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
各
職
務
の
価

格
付
け
は
企
業
内
部
で
設
定
さ
れ
て
い
る
と

み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

各
企
業
が
独
自
に
こ
う
し
た
職
務
評
価
を
実

施
す
れ
ば
、
各
々
で
異
な
る
職
務
の
価
格
が

設
定
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。ま
た
、そ

の
時
々
の
労
働
市
場
の
需
給
動
向
に
よ
っ
て
、

同
じ
職
務
で
も
そ
の
価
格
は
変
動
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
等
級
上
の
賃
金
額
と
差
異
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
事
実
、
こ
う
し
た

事
態
は
、
Ｖ
社
に
お
い
て
も
発
生
し
て
い
る
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ワ
ー
カ
ー
に
分
類
さ
れ
る

技
能
を
持
っ
た
労
働
者
の
場
合
、
採
用
さ
れ

て
か
ら
個
別
の
交
渉
を
経
て
賃
金
が
決
定
す

る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
油
圧
系
技
師

（H
ydraulic E

lectrician

）
と
い
う
職
務

の
場
合
、
Ｖ
社
内
で
は
平
均
三
万
二
〇
〇
〇

Ｓ
Ｅ
Ｋ
（
ク
ロ
ー
ナ
）
で
雇
わ
れ
て
い
る
が
、

採
用
さ
れ
る
者
の
中
に
は
、
三
万
五
〇
〇
〇

Ｓ
Ｅ
Ｋ
と
い
っ
た
具
合
で
、
平
均
以
上
の
賃

金
を
要
求
す
る
者
も
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、
企
業
は
組
合
と
こ
の
点
に
つ
い

て
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
。
企
業
に
と
っ
て

そ
の
人
材
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
組
合
も
そ
の

額
で
雇
う
こ
と
に
合
意
す
る
。

　

こ
の
場
合
、
既
存
の
労
働
者
と
新
規
に
採

用
さ
れ
た
者
と
の
間
で
、
賃
金
に
差
が
生
じ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
を
企
業
内
で
調
整

す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
調
整
は
、

事
業
所
で
実
施
さ
れ
る
年
々
の
賃
金
交
渉
を

通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
上

記
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
後
に
実
施
さ
れ

る
最
初
の
賃
金
交
渉
で
、
組
合
は
特
定
の
労

働
者
を
対
象
に
追
加
の
賃
上
げ
を
す
る
よ
う

要
求
し
、
同
一
職
務
に
お
け
る
労
働
者
間
の

賃
金
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、
企
業
と

し
て
も
既
存
の
労
働
者
に
抜
け
ら
れ
て
は
困

る
の
で
、
比
較
的
容
易
に
合
意
す
る
場
合
が

多
い
と
い
う
。実
際
に
、車
の
修
理
な
ど
を
担

当
す
る
板
金
工（S

heet M
etal W

orker

）の

労
働
市
場
が
売
り
手
市
場
で
あ
っ
た
際
、
労

働
者
が
Ｖ
社
か
ら
他
の
企
業
に
移
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
よ

り
高
い
賃
金
を
積
ん
で
彼
ら
を
呼
び
戻
す
と

い
う
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

組
合
側
の
公
平
性
の
確
保
と
い
う
点
に
加
え

て
、
経
営
側
の
競
争
力
の
確
保
と
い
う
点
か

ら
も
、
外
部
労
働
市
場
に
お
け
る
ジ
ョ
ブ
の

価
格
上
昇
へ
の
対
応
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

外
部
労
働
市
場
に
お
け
る
価
格
と
、
内
部

組
織
の
中
に
お
け
る
賃
金
の
調
整
を
企
業
内

で
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
の
調
整
が
、
労
使
の
賃
金
交
渉
と
い
う
集

団
的
労
使
関
係
の
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
以
上
の
二
つ
は
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
査
定
部
分

　

賃
金
決
定
の
最
後
に
、
査
定
に
つ
い
て
簡

単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、

能
力
査
定
が
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
も
導
入
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
査
定
部
分
に
お
い

て
、
組
合
は
、
運
用
過
程
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

機
能
を
超
え
た
交
渉
主
体
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。組
合
が
、個
々

人
の
評
価
の
決
定
や
、
評
価
に
基
づ
き
昇
給

額
を
決
定
す
る
過
程
に
深
く
関
与
し
て
い
る

（
9
）。
例
え
ば
、Ｖ
社
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ワ
ー

カ
ー
の
査
定
は
、
評
価
点
と
昇
給
額
が
制
度

上
リ
ン
ク
し
て
お
ら
ず
、
年
々
の
交
渉
事
項

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
労
働
者
間
の

賃
金
格
差
の
是
正
も
念
頭
に
置
か
れ
つ
つ
、

昇
給
額
の
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る（
10
）。

　

二
つ
は
、
組
合
は
、
こ
う
し
た
変
動
給
部

分
を
安
定
的
な
賃
上
げ
装
置
と
見
な
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
組
合
と
し
て
も
、
固
定
給

部
分
よ
り
も
、
よ
り
早
く
昇
給
で
き
、
結
果

と
し
て
、
多
く
の
賃
上
げ
が
獲
得
で
き
る
と

い
う
点
で
、
お
気
に
入
り
の
よ
う
で
あ
る
。

Ａ
社
Ｂ
事
業
所
の
組
合
代
表
の
言
葉
を
借
り
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る
と
、「
上
へ
上
へ
一
直
線
に
昇
給
し
て
い
く

も
の
」
で
あ
り
、「
賃
金
を
上
げ
る
ブ
ー
ス

タ
ー
」
な
の
で
あ
る
。
同
様
に
Ｖ
社
に
お
い

て
も
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ワ
ー
カ
ー
は
、
得
ら

れ
る
最
大
限
の
昇
給
額
を
ほ
ぼ
全
員
が
受
け

取
っ
て
お
り
、
安
定
的
か
つ
、
集
団
的
に
賃

金
を
上
げ
る
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

３
の
（
5
）
に
お
い
て
、
企
業
レ
ベ
ル
に

お
い
て
、
経
営
者
を
押
し
切
る
だ
け
の
交
渉

力
が
労
働
側
に
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、

こ
う
し
た
査
定
を
目
の
前
に
し
て
発
揮
さ
れ

て
い
る
組
合
の
交
渉
力
は
、
彼
ら
の
強
さ
を

良
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

６
整
理
解
雇
時
の
人
選

　

以
上
、
賃
金
決
定
に
つ
い
て
紙
幅
を
さ
い

て
確
認
し
て
き
た
。
次
に
、
積
極
的
労
働
市

場
政
策
に
か
か
わ
る
こ
と
と
し
て
、
整
理
解

雇
時
の
人
選
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
触
れ
る
。

通
常
、
職
業
訓
練
に
目
が
向
き
が
ち
で
あ
る

が
、こ
こ
で
は
、そ
の
前
に
、そ
の
前
提
と
な

る
労
働
者
が
非
自
発
的
に
企
業
を
退
出
す
る

際
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
と
思
う
。

（
１
）
歴
史
的
背
景

　

一
九
〇
六
年
の
「
一
二
月
の
妥
協
」
に
お

い
て
、
経
営
者
側
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｆ
と
労
働
者
側
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
Ｌ
Ｏ
の
間
で
、
採
用
と
解

雇
に
つ
い
て
は
、
経
営
の
専
決
事
項
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
当
時
こ
の
点
は
か
な

り
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
使
用
者
は
、
理
由
に

言
及
す
る
こ
と
な
く
、
労
働
者
を
解
雇
で
き

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た（
11
）。
そ
う
し

た
中
、
一
九
三
八
年
に
Ｓ
Ａ
Ｆ
と
Ｌ
Ｏ
の
間

で
締
結
さ
れ
た
基
本
協
約
以
降
、
労
働
者
側

に
も
関
与
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
っ
た

が（
12
）、
基
本
的
に
は
採
用
と
解
雇
は
経
営

の
専
決
権
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
戦
前
、
お

よ
び
、
戦
後
の
労
使
の
間
で
の
共
通
理
解
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
考
え
に
変
化
が
生
じ
た
の
が
、
一
九

六
四
年
で
あ
る
。
こ
の
年
に
基
本
協
約
が
改

定
さ
れ
、
解
雇
に
は
合
理
的
な
理
由

（reasonable ground

）
が
必
要
と
な
っ
た
。

こ
の
改
定
以
降
、
そ
れ
ま
で
自
由
な
権
利
と

見
な
さ
れ
て
い
た
解
雇
に
か
か
わ
る
部
分
に

つ
い
て
も
規
制
が
進
む
こ
と
と
な
る
。
そ
う

し
た
流
れ
の
中
で
制
定
さ
れ
た
の
が
雇
用
保

護
法
で
あ
っ
た
。B

lanpain

（1998

）
に
よ

る
と
、
こ
の
法
律
が
持
つ
重
要
な
意
義
と
し

て
、
二
つ
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、

そ
れ
ま
で
経
営
側
が
持
っ
て
い
た
解
雇
の
自

由
と
い
う
権
利
に
対
し
て
大
幅
な
制
約
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
は
、
雇
用
関

係
に
か
か
わ
る
事
柄
は
労
使
が
自
主
的
に

ル
ー
ル
を
設
定
し
、
運
用
す
る
と
い
う
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
伝
統
（
労
使
自
治
）
か
ら
幾

分
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

法
律
の
文
言
と
し
て
、
雇
用
関
係
に
か
か
わ

る
具
体
的
な
規
制
を
行
っ
た
と
い
う
点
で
、

こ
の
法
律
の
持
つ
意
味
は
大
き
か
っ
た
と
言

え
よ
う
。
こ
う
し
た
具
体
的
な
規
制
の
代
表

の
一
つ
が
、
整
理
解
雇
対
象
者
の
人
選
に
関

す
る
規
定
と
し
て
存
在
す
る
解
雇
は
雇
用
期

間
の
短
い
者
か
ら
順
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
定

め
た
先
任
権
規
定
で
あ
る
。

（
２
）
産
業
別
協
約
の
規
定

　

た
だ
し
、
こ
の
先
任
権
規
定
は
、
労
使
が

合
意
す
れ
ば
そ
の
規
定
に
必
ず
し
も
従
わ
な

く
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

法
律
上
の
規
定
と
は
幾
分
異
な
る
実
態
が
存

在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。そ
こ
で
、ま
ず
、

産
業
別
協
約
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
産
業
別

協
約
で
は
、ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
労
使
で「
被

用
者
間
に
お
け
る
解
雇
（term

ination of 
em

ploym
ent

）
や
一
時
的
解
雇
（lay-off

）

に
対
す
る
先
任
権
の
順
序
に
関
し
て
協
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
や
は
り
賃
金
と
同
様
に
、
企

業
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
労
使
交
渉
が
重
要

と
な
っ
て
く
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
、
Ｖ

社
Ｔ
事
業
所
を
例
に
、
こ
の
点
を
確
認
し
よ

う
。

（
３
）
実
際
の
選
定
方
法

①
人
員
削
減
実
施
の
通
知

　

ま
ず
、
会
社
が
、
整
理
解
雇
を
実
施
し
た

い
旨
を
組
合
に
伝
え
る
。「
我
々
の
見
立
て

で
は
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
人
員
削
減
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
」、
と
い
っ
た
具
合
で
伝

え
ら
れ
る
と
い
う
。
組
合
に
伝
え
ら
れ
る
と
、

六
カ
月
の
期
間
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
間
に
、

人
数
や
人
選
に
つ
い
て
労
使
の
間
で
交
渉
が

行
わ
れ
る
。

②
削
減
人
数
の
決
定

　

さ
て
、
通
知
が
行
わ
れ
る
と
交
渉
が
開
始

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
削
減
人
員

数
に
つ
い
て
交
渉
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
人
数
の
最
終

決
定
権
は
、
あ
く
ま
で
、
経
営
側
に
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
使
で
合
意
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
そ
の
最
終
決
定
権
は
、
経
営

側
に
あ
る
。
組
合
は
経
営
の
決
定
に
対
し
て

拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
組
合
と
の
合
意
を
経
ず

に
、
決
定
し
た
場
合
、
そ
の
後
の
手
続
き
に

お
い
て
、
経
営
側
に
は
大
き
な
制
約
が
課
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
制
約
と
は
、
人

選
が
自
由
に
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

よ
り
具
体
的
に
は
、
人
選
に
つ
い
て
、
先
任

権
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

既
に
指
摘
し
た
通
り
、
雇
用
保
護
法
に
お

い
て
、
法
規
定
か
ら
の
逸
脱
が
可
能
な
の
は
、

あ
く
ま
で
労
使
が
合
意
し
た
場
合
の
み
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
労
使
が
合
意
で
き
て
い
な

い
場
合
は
、
法
律
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
も
し
、
経
営
が
一
方

的
に
削
減
す
る
人
員
を
決
め
た
場
合
、
必
要

な
人
員
を
削
減
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ

の
人
選
に
つ
い
て
は
自
ら
の
希
望
通
り
に
行

う
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
経
営
側
に
と
っ
て
も
望
ま
し
く
な

い
事
態
と
言
え
る
。
経
営
側
と
し
て
も
、
組

合
と
合
意
の
上
で
事
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
雇
用
保
護
法
の

規
定
は
、
経
営
側
の
交
渉
態
度
に
対
し
て
、

一
定
の
制
約
を
課
し
て
い
る
。

③
自
発
的
退
職
者
の
募
集

　

人
数
が
確
定
さ
れ
る
と
、
次
に
実
施
さ
れ

る
の
が
、
自
発
的
退
職
者
の
募
集
で
あ
る
。

そ
の
際
の
手
順
は
二
段
階
あ
る
。
ま
ず
始
め

に
、「
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
作
成
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
早
期
退
職
な
ど

自
発
的
に
企
業
を
辞
め
る
こ
と
を
選
択
し
た

労
働
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム

を
定
め
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
退
職
手
当
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
金
額
は
、
勤
続
年
数

や
年
齢
を
加
味
し
て
決
め
ら
れ
て
い
る（
13
）。

そ
の
条
件
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
も
の
が

「
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
次
に
実
施
さ
れ
る
の
が
、
退
職
の

募
集
で
あ
る
。
こ
れ
に
応
じ
た
労
働
者
は
、

「
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
」
に
従
っ
て
退
職
の
際

に
、
幾
ら
か
の
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
に
な

る
。

④
人
選

　

上
で
述
べ
た
自
発
的
な
退
職
に
よ
っ
て
、

全
て
の
数
が
賄
わ
れ
れ
ば
そ
こ
で
交
渉
は
終
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了
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
通
常
は
そ
う
は
な

ら
な
い
。
残
り
の
人
選
に
つ
い
て
、
労
使
間

で
交
渉
が
行
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
整
理
解
雇
の
対
象
者
リ
ス
ト
が
経

営
側
か
ら
組
合
に
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
企
業

が
出
す
リ
ス
ト
で
あ
る
が
、
先
任
権
は
考
慮

に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
企
業
と
し
て
残
し

た
い
人
が
き
ち
ん
と
残
せ
る
よ
う
な
リ
ス
ト

が
作
成
さ
れ
、
組
合
に
提
示
さ
れ
る
。
最
初

の
リ
ス
ト
で
は
組
合
と
し
て
は
受
け
入
れ
が

た
い
場
合
が
多
い
と
い
う
。

　

組
合
は
、
企
業
の
出
し
て
き
た
対
象
リ
ス

ト
と
も
に
、
従
業
員
の
先
任
権
リ
ス
ト
も

持
っ
て
お
り
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
労
働
者

が
先
任
権
規
定
上
ど
の
順
位
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
労
働
者
な
の
か
も
同
時
に
把
握
し
て
い

る
。
企
業
の
提
出
し
た
リ
ス
ト
と
先
任
権
の

リ
ス
ト
を
見
比
べ
な
が
ら
、
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
選
に
つ
い
て
は
、
組
合
が

経
営
に
そ
の
旨
を
伝
え
る
、
と
い
っ
た
具
合

で
繰
り
返
し
交
渉
が
実
施
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
リ
ス
ト
に
非
組
合
員
が
い
た

場
合
、
先
任
権
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
組
合

は
彼
ら
の
た
め
に
交
渉
す
る
こ
と
は
な
い
。

例
え
ば
、
対
象
と
な
る
非
組
合
員
が
、
勤
続

年
数
の
長
い
、
つ
ま
り
、
先
任
権
の
順
位
が

上
位
の
者
で
あ
っ
て
も
、
組
合
は
、
彼
を
整

理
解
雇
の
対
象
者
と
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。

会
社
が
「
彼
は
勤
続
年
数
が
高
い
が
能
力
が

そ
れ
ほ
ど
無
い
」
と
主
張
す
れ
ば
、
特
に
反

対
す
る
こ
と
な
く
、
彼
ら
の
提
案
を
受
け
入

れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

で
は
、
組
合
員
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う

な
態
度
で
交
渉
に
臨
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
先
任
権
の
適
用
を
頑
な
に
主
張
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
そ

う
で
は
な
い
。
組
合
と
し
て
も
一
〇
〇
％
先

任
権
を
適
用
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
あ
る
程
度
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

必
要
が
あ
れ
ば
、
先
任
権
の
順
位
で
行
く
と

下
位
に
い
る
若
い
労
働
者
を
残
す
と
い
う
選

択
も
行
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
先
任
権

を
厳
格
に
適
用
す
る
と
、
企
業
内
は
年
長
者

ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、
日
々
の
経
営
が

回
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
次

の
Ｖ
社
組
合
代
表
の
発
言
が
興
味
深
い
。

　
「
例
え
ば
、
二
一
五
〇
人
の
削
減
を
実
施

す
る
と
し
て
、
こ
の
全
て
を
先
任
権
で
決
め

て
し
ま
う
と
、
最
終
組
み
立
て
の
ラ
イ
ン
に

は
誰
も
い
な
く
な
る
。
全
員
が
消
え
て
し
ま

う
。（
企
業
に
残
る
…
筆
者
）
全
て
の
人
間

が
倉
庫
か
研
究
開
発
に
い
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
だ
か
ら
、
最
終
組
み
立
て
ラ
イ
ン

に
人
が
残
る
よ
う
に
、
良
い
バ
ラ
ン
ス
を
見

つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
六
〇
歳
に
な
る

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
運
転
し
て
い
る
労
働
者

を
最
終
組
み
立
て
に
配
置
転
換
す
る
わ
け
に

は
行
か
な
い
だ
だ
ろ
う
？
ラ
イ
ン
が
回
ら
な

く
な
る
」

　

こ
の
よ
う
に
、
組
合
も
法
律
の
適
用
を
頑

な
に
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
企

業
経
営
が
円
滑
に
回
る
よ
う
考
慮
し
つ
つ
交

渉
を
行
っ
て
い
る
。
組
合
も
現
実
的
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
組
合
は
次
の
二

つ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
交
渉
に
あ

た
っ
て
い
る
と
い
う
。
一
つ
は
、
メ
ン
バ
ー

の
雇
用
を
で
き
る
だ
け
守
る
よ
う
に
努
め
る

こ
と
で
あ
る
。
二
つ
は
、
企
業
を
こ
れ
以
上
、

経
営
上
の
危
険
に
さ
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
間
で
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
な
が
ら
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

　

整
理
解
雇
の
際
に
実
施
さ
れ
る
六
カ
月
間

の
間
に
、夜
遅
く
、時
に
は
週
末
も
か
け
て
何

回
も
経
営
と
の
交
渉
や
組
合
内
部
で
の
意
見

調
整
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
。
人
選

は
、
度
重
な
る
長
い
交
渉
を
経
て
決
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、最
後
に
、整
理
解
雇
の
う
ち
、
ど
の

程
度
の
人
数
が
、自
発
的
に
退
職
を
選
び
、ま

た
、ど
の
程
度
の
人
数
が
先
任
権
か
ら
逸
脱
し

た
者
達
な
の
か
、
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

先
に
引
用
し
た
発
言
の
例
で
い
う
と
、
二

一
五
〇
人
の
う
ち
、
三
五
〇
人
く
ら
い
は
、

自
発
的
な
退
職
者
で
賄
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
。
残
り
の
一
八
〇
〇
人
の
人
選
に
関

す
る
交
渉
が
そ
の
後
実
施
さ
れ
、
お
お
む
ね

三
〇
〇
人
程
度
が
先
任
権
を
適
用
せ
ず
に
選

ば
れ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
一
五
〇
〇
人
程

度
は
先
任
権
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
全
て
の
人
選
が
経
営
の
自
由
意
思
で
決

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
全
て
の

人
選
が
先
任
権
に
基
づ
い
て
決
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

７
ま
と
め

　

最
後
に
本
稿
の
内
容
か
ら
得
ら
れ
る
含
意

を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
集
団
的
労
使

関
係
シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
つ
い
て
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
例
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
産

業
別
協
約
に
基
づ
い
た
集
団
的
労
使
関
係
シ

ス
テ
ム
を
維
持
す
る
上
で
、企
業
レ
ベ
ル（
主

に
事
業
所
も
し
く
は
職
場
）
の
労
働
組
合
が

果
た
し
て
い
る
役
割
は
少
な
く
な
い
こ
と
で

あ
る
。
産
業
別
協
約
の
内
容
に
沿
っ
て
、
企

業
内
で
静
か
な
労
使
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
要
点
は
、

企
業
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
産
業
別
協
約
の
賃
上
げ
率
を
必
ず
遵

守
す
る
こ
と
や
、
能
力
査
定
を
通
し
た
賃
上

げ
と
い
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
良
く
あ

ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、

産
業
レ
ベ
ル
に
お
い
て
集
団
的
労
使
関
係
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
、

企
業
レ
ベ
ル
の
組
合
の
役
割
が
小
さ
く
な
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　

ま
た
、
整
理
解
雇
時
の
労
使
交
渉
の
分
析

か
ら
、先
任
権
と
い
う
法
規
定
が
、そ
れ
自
体

の
実
施
で
は
な
く
、
事
業
所
内
で
の
労
使
交

渉
の
実
施
を
促
し
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
が

窺
わ
れ
た
。
法
律
の
具
体
的
な
規
定
が
、
そ

の
逸
脱
規
定
と
合
わ
さ
っ
て
、
企
業
内
に
お

い
て
労
使
の
真
摯
な
交
渉
を
促
す
こ
と
に
寄

与
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
企
業
内
に
形

成
さ
れ
た
労
働
者
の
発
言
機
構
の
実
効
性
の

担
保
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
知
見
だ
と

思
わ
れ
る
。

［
注
］

１　

例
え
ば
非
正
規
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
で
は
、「
非
正
社
員
」、

「
限
定
正
社
員
」、「
い
わ
ゆ
る
正
社
員
」
の
三
者
の
処
遇

均
衡
を
は
か
る
上
で
、
労
使
に
よ
る
発
言
機
構
（
労
働

組
合
や
新
た
な
従
業
員
代
表
制
）
の
整
備
の
必
要
性
が

主
張
さ
れ
て
い
る
（
非
正
規
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
二
〇
一

二
）。

２　

本
稿
は
、
労
働
政
策
研
究･

研
修
機
構
に
お
い
て
、

第
三
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
「
規
範
設
定
に
係
る
集
団
的
労
使
関
係
の
あ
り

方
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
か
か
わ
る
調
査
研
究
で
得

ら
れ
た
知
見
に
基
づ
い
て
い
る
。
詳
細
は
、
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
（
二
〇
一
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３　

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
①
市
場
経
済
で
も

計
画
経
済
で
も
な
い
第
三
の
道
と
し
て
、
②
政
労
使
の

三
者
が
行
為
者
と
し
て
協
力
し
合
う
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ

ム
と
し
て
、
③
高
度
の
社
会
保
障
を
行
っ
て
い
る
福
祉

国
家
と
し
て
、
更
に
は
④
ボ
ル
ボ
の
カ
ル
マ
ル
工
場
や

ウ
ッ
デ
バ
ラ
工
場
で
行
わ
れ
て
い
る
生
産
シ
ス
テ
ム
を

指
す
場
合
も
あ
る
（M

eidner1997

、
グ
ラ
ン
ド
・
エ

ド
リ
ン
グ1996

）。

４　

企
業
の
支
払
い
能
力
に
関
係
な
く
賃
金
を
設
定
す
れ

ば
、
必
然
的
に
支
払
い
能
力
の
な
い
企
業
は
、
余
剰
人

員
を
整
理
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
理
論
上
、

連
帯
主
義
的
賃
金
政
策
を
実
施
す
れ
ば
、
失
業
者
が
必

然
的
に
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

５　

賃
金
査
定
が
、
労
働
組
合
の
団
結
を
溶
解
さ
せ
る
と

指
摘
し
た
研
究
と
し
て
石
田
（
一
九
九
〇
）
が
あ
る
。
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６　

ク
ロ
ー
ナ
と
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
通
貨
単
位
の
こ
と
。

ク
ロ
ー
ナ
は
一
五
円
程
度
（
二
〇
一
四
年
九
月
現
在
）。

７　

部
門
の
下
に
は
、
チ
ー
ム
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
ッ

セ
ン
ブ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
下
に
は
、
四
つ
か
ら
五
つ
ほ

ど
の
チ
ー
ム
が
あ
る
。

８　

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
製
造
現
場
の
ラ
イ
ン
で
作

業
す
る
労
働
者
を
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
は
、エ
レ
ク
ト
リ

シ
ャ
ン
や
テ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

で
も
比
較
的
技
能
を
要
す
る
労
働
者
を
指
し
て
い
る
。

９　

詳
細
は
、拙
稿
西
村
（
二
〇
一
一
）
や
拙
著
西
村
（
二

〇
一
四
）
の
第
七
章
や
八
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

10　

Ｖ
社
の
組
合
が
あ
げ
て
く
れ
た
一
例
を
示
す
と
以
下

の
通
り
。「
Ｍ
ｒ
．
Ａ
の
賃
金
は
三
万
ク
ロ
ー
ナ
と
す
る
。

Ｍ
ｒ
．
Ｂ
の
賃
金
は
二
万
五
〇
〇
〇
ク
ロ
ー
ナ
と
す
る
。

彼
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
Ａ
が
五
〇
ポ
イ
ン
ト
、
Ｂ
が
一

〇
〇
ポ
イ
ン
ト
と
し
よ
う
。
彼
ら
の
賃
金
を
み
る
と
Ａ

の
方
が
多
い
の
で
、
Ｂ
に
全
て
あ
げ
る
ん
だ
。
な
ぜ
な

ら
、
彼
（
Ａ
…
筆
者
）
の
賃
金
は
、
彼
（
Ｂ
…
筆
者
）

よ
り
も
高
い
。
だ
か
ら
、
追
加
の
賃
上
げ
を
行
う
必
要

が
な
い
ん
だ
。
彼
ら
の
二
人
の
賃
金
を
近
づ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
ね
。
Ａ
に
は
、
一
律
分
の
昇
給
（
基

本
給
部
分
の
…
筆
者
）
が
行
わ
れ
る
。
で
、
残
り
の
全

て
は
、彼
（
Ｂ
…
筆
者
）
に
あ
げ
る
ん
だ
」。
こ
の
例
は
、

説
明
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
た
め
極
端
な
例
で
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
た
類
の
交
渉

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
驚
き
で
あ
る
。

11　

一
九
三
二
年
、労
働
裁
判
所
は
、使
用
者
が
理
由
に
言

及
す
る
こ
と
な
し
に
、労
働
者
を
解
雇
で
き
る
こ
と
を
、

雇
用
者
の
権
利
と
し
て
認
め
て
い
る
（B

lanpain 
1998

）。

12　

一
九
三
八
年
の
基
本
協
約
の
締
結
以
降
、
組
合
が
望

め
ば
、
労
使
で
話
し
合
い
が
で
き
る
こ
と
に
は
な
っ
た

（B
lanpain1998

）。

13　

例
え
ば
、
四
〇
歳
だ
と
一
八
カ
月
の
月
給
分
の
金
額

が
支
払
わ
れ
る
と
い
っ
た
具
合
で
、
金
額
が
決
め
ら
れ

る
。
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